
 
 
 
 
 
 
 
 
 
紅葉を楽しむ間もなく冬がやってきたように寒く

なりましたが、いかがお過ごしでしょうか。体調を

崩さずに、日々を過ごしたいですね。 

今回の『社協の仲間』は、県内の取り組みにつ

いて2ブロックからご報告を頂きましたので、紹介

します。 

 

 

但馬ブロック 

災害はいつ起こるか分かりません。平成 16 年

には台風23号が但馬各地にも甚大な被害をもた

らしました。最近では、社協が行う地域福祉活動

が災害救援につながることが認識されています。

そこで、平成 19 年度但馬ブロック社協職員協議

会業務研究会の年間テーマを「災害に強い地域

づくり」と題して４回計画しています。 

第１回目は、「社協職員として災害が起きた時、

何をすべきか」についてボランタリープラザの荻

田藍子主事にご講演いただき、その後、グループ

に分かれて各市町社協での災害支援の取り組み

や、取り組む意義などについて話し合いました。

その結果、社協が行っている地域福祉活動が被

災した住民の生活支援につながることを再確認し

ましたが、社協組織内での共通認識やルールづ

くり、管内関係機関との協議やネットワーク化が

今後の課題であることがわかりました。 

第２回目は、災害発生時に「被災者ひとりひと

りの暮らしを支えるにはどうすればよいか」をテー

マに、阪神淡路大震災をはじめ被災した各地に

でかけ自ら支援活動されている、NPO 法人阪神

高齢者・障害者支援ネットワーク理事長の黒田裕

子氏と荻田主事に講師をお願いしました。震災か

ら社会再生の各段階でニーズが変わること、特に

時間と共にニーズは変化するがどのような状況

下にあっても活動の視点は「被災者主体」で、そ

の人の生活様式に視点を向けて「診る・看る・視

る・聴く」が大切であることを学びました。 
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２回の業務研究会を終え、社協は災害に備え

て取り組みを行う組織ではなく、災害発生後の住

民の生活不安や被災者を中心とした生活課題の

把握、要援護者の安否確認などを、隣近所、ボラ

ンティア、各関係機関等と連携、協働により支援

を行う組織であることを学びました。しかしながら

災害発生後の取り組みだけではなく、平時より社

協は住民の生活支援、住民相互が支え合うコミュ

ニティづくりを役割としており、小地域における地

域福祉活動の活性化が、災害にも強い地域づく

りに繋がることも学びました。 

 

第 1回業務研究会風景 

 

淡路ブロック 

淡路ブロック社会福祉協議会職員協議会では、

昨年は、「社協の理念（価値）を再確認する」とい

う年間テーマで業務研究会を 5 回開催していきま

した。 

今年は、年度当初の総会での議論に基づき、

昨年の流れをくみながら、「社協職員としてのス

キルを学ぶ（アラカルト講座）」をテーマに年間 6

回の開催を予定し、そのうち3回の業務研究会が

終了しましたので報告します。 

 第 1回は、6月15日（金）13時半から17時半ま

で「事例検討のススメ～個別支援事例入門～」を

☆但馬・淡路ブロック業務研究会中間報告☆ 



テーマに県社協の新屋さんに講師していただき、

事例検討の必要性を感覚的に理解し、個別事例

検討の進め方とポイントを学びました。個別支援

と地域支援の違いもあわせて体感し、実践に活

かすことを狙いとして開催しました。 

第 2 回は、7 月 13 日（月）13 時半から 18 時ま

で「コミュニティ事例検討のススメ～地域事例から

スーパービジョンを学ぶ～」をテーマに県社協の

福本さんに講師していただき、地域事例の意義と

目的を学びました。その後、司会者（淡路市社

協：岩城さん）の進行のもと、事例提供者（南あわ

じ市社協：平見さん）より「ボランティア活動のプロ

グラム展開について」発表いただき、スーパーバ

イザー（淡路市社協：凪さん）の助言を受け、事例

提供者の実践を振り返りながら経験を共有しまし

た。 

 第3回は、9月14日（金）15時から17時まで「業

務の基礎体力のつけ方・まなび方～企画力・分

析力を基礎体力に～」をテーマに事例提供者（洲

本市社協：東さん）より5年間の業務の振り返りか

ら、PDCA サイクルを意識しながら、いかにして分

析し、そして、新たな気づきを企画へと結び付け

ていったかを学びました。 

淡路ブロックでは、社協職員の専門性向上に

有効な個別事例、地域事例の検討法の習得と定

着を目指しています。あわせて、社協職員同士の

つながりを意識し、業務研究会の場を「出会いの

場」とし、そこから「協議の場」をとおして個々のレ

ベルアップ化をはかり、そして、「協働していける

場」があればいいなと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

グループワーク中の一場面 

 

 

☆自主研究会助成決定☆ 

10月10日に開催されました第3回理事会にお

いて、下記の通り助成が決定しました。 

（ ）内は所属社協と代表者名（敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1『介護保険事業研修会』 

（姫路市社会福祉協議会） 

2『コミュニティワーク勉強会』 

（伊丹市社会福祉協議会） 

3『広報紙勉強会』 

（養父市社会福祉協議会） 

4『PC スキルアップ研修会 お好みクラブ』 

（宍粟市社会福祉協議会） 

5『「社協を知って語ろう」学習会』 

（宍粟市社会福祉協議会） 

6『「当事者の自立支援とこれからの社協のあり

方」学習会』 

（加東市社会福祉協議会社支部） 

7『地域福祉推進計画実践に係る自主学習会』 

（佐用町社会福祉協議会） 

8『新温泉町社協災害マニュアル作成研究』 

（新温泉町社会福祉協議会） 

 

 

12 月 15 日（土）に滋賀県立長寿社会福祉セン

ターにて近畿地域福祉学会が開催されます。今

回のテーマは、障害者福祉を通して、地域福祉

が実現する「共に生きる」という理念の今日の課

題と今後の可能性についてです。要綱は職員協

ホームページでもご案内させていただいておりま

すのでご覧下さい。 

また、職員協では、学会参加費を先着 10 名に

助成させていただきます。参加後、参加費助成申

請書（各社協に別途郵送済）を職員協事務局ま

で提出下さい。 

  

 

☆近畿地域福祉学会 in 滋賀☆ 

 

職員協議会ホームページ 

http://blog.canpan.info/shokuinkyo/ 


